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研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：芸術学 ・ 芸術学・芸術史・芸術一般 

キーワード：多文化、亡命文化、ロシア、イメージ研究、映画論、文化的アイデンティティ 

 

１．研究計画の概要 

１）1920－1970年代に亡命者として活躍した

ロシア出身の音楽・演劇・映画関係者たちに

ついて資料の収集や、データベースのコンピ

ューター検索を通じて、「ロシア」イメージ

形成に寄与した亡命者の役割を解明するため

の文献資料・映像資料を明らかにし、可能な

限り多くの図書、ビデオ・DVDを購入する。 

2）アジア・アメリカ・ヨーロッパで撮影され

た「ロシア」テーマの映画に関するリストを

作成する。 

3）世界の映画において、「ロシア」テーマを

もつ映画のジャンル、プロットについて体系

化し、それぞれの文化的な分野にとってもっ

とも特徴的なプロットの組み立て、主人公の

タイプなどについて解明する。 

4）得られたデータを歴史的・地政学的コンテ

クストに置いて検討する。 

5) 専門家を講演に招いたり、研究成果を持

ち寄って討議したりするために、研究会を催

し、最終年度にはまとめた論文などの研究成

果をＨＰに掲載する。また、得られた成果は、

国内外の学会で報告する。 

２．研究の進捗状況 

(1) 今まで研究分担者は、各国のアーカイヴ

や資料館、図書館、映画保管所で調査し、「ロ

シア」イメージ形成に寄与した亡命者につい

てデータをまとめ、彼等の芸術的寄与に対す

る観客や評論家の反応について理解を深め

た。彼等が参加した映画を分析し、亡命者の

映画における東洋的モチーフと「謎のロシ

ア」のイメージ、ロシア文学の映画化と「ロ

シア」イメージについて考察し、研究成果を

国際学会や研究論文に発表している。 

(2)研究代表者Melnikovaは、ロシア国立映画

保管所の専門家と協力して、1920-40年代の「

ロシア」テーマをもつ世界映画のリストを作

成した。 

（3）研究会には、講師として青山学院大学の

ポダルコ准教授、法政大学日ロ関係研究所特

任研究員モロジャコフ教授、ロシア国立映画

芸術科学研究所のヌシノヴァ教授を招き、

2010年には北海道大学の望月恒子教授が代表

者を務める科学研究費補助金「辺境と異境―

非中心におけるロシア文化の比較研究」との

合同国際シンポジウム「亡命と芸術―異境の

ロシア文化」を開催した）。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

映画の分野では俳優モジューヒン、映画監督

ツルジャンスキー、演劇の分野ではミハイ
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ル・チェーホフ、音楽の分野では歌手ヴェル

ティンスキー等について、「ロシア」イメー

ジの形成に対する彼らの寄与をまとめ、すで

にいくつかの論文に発表しているから。 

 

４．今後の研究の推進方策 

１）今までなされてないアメリカ現地資料調

査を行い、アメリカ映画におけるロシア人亡

命者の寄与について一層の理解を深める。 

２）芸術における多文化主義・表象の政治学

と心理学、文化的アイデンティティなどに関

する理論に基づき、今まで集めた資料の分析

を行う。 

３）1920-50 年代にヨーロッパ・アメリカ・

アジアで活躍し、映画に出演したロシアの俳

優・大衆芸能の演技者に関する情報を整理し、

リスト・年表を作成する。 

４）合同研究会のほかに、これまで収集した

資料の分析結果の報告・討論のために年 2回

程度関西地区（同志社大学・神戸大学など）

で研究会を開催し、研究結果を報告して、討

論を行う。 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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